
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２３年６月１４日 
自 動 車 交 通 局 

 
自動車のバッテリー等の誤った取り付けによる火災にご注意！ 

 
 国土交通省では、自動車の不具合に対するユーザーの関心を高め、適切な使用や保守管
理及び不具合発生時の適切な対応が促進されることを目的として、自動車メーカーから報
告のあった自動車の不具合による事故・火災情報（以下、「事故・火災情報」という。）を
公表しています。（http://www.mlit.go.jp/jidosha/carinf/rcl/index.html） 
 
１．平成２１年度の事故・火災情報の中で、多数報告のあったバッテリー付近から出火し
た車両火災について、平成２２年度に技術的な調査・分析（委託先：(独)交通安全環境研
究所）を行いました。国土交通省は、これらの調査結果を踏まえて、(社)日本自動車整備
振興会連合会等の関係団体に対して、ユーザー等への注意喚起に関する協力依頼を行うと
ともに、国土交通省ホームページにおいても、ユーザー等への注意喚起情報を掲載しまし
た。（http://www.mlit.go.jp/jidosha/carinf/rcl/carsafety.html） 
 
〈ユーザー等への注意事項〉 
●バッテリー固定金具やバッテリー端子取付け用ナットは工具を使ってしっかりと
締め付けて固定すること。 

●端子位置が逆、あるいは固定出来ないようなサイズのバッテリーを使用すること
の無いように、車両にあった型式のバッテリーを選定すること。 

●サイズの合わないヘッドランプバルブを使用しないこと。 
●後付け電装品の配線には適切なヒューズを取り付け、車体の縁端部や他の電装品
と接触するような配線とならないように注意すること。

 
２．事故・火災情報については四半期ごとに公表していますが、今般、平成２２年中に報
告のあった事故・火災情報について、事故別、装置別及び原因別などの統計的なとりまと
めを行いましたので公表します。 
 
添付資料 
【資料１】車両火災に関する調査分析結果概要及び平成２２年の事故・火災情報のとりま

とめ概要 
【資料２】バッテリー交換・後付け電装品取付にご注意！ 

 
 
 
 

 
国土交通省プレスリリース

お問い合わせ先 
国土交通省自動車交通局技術安全部審査課リコール対策室 

TEL：(０３)５２５３－８１１１（内線４２３５１、４２３５５） 



Ⅰ．バッテリー付近からの出火による車両火災に関する調査・分析結果概要 
平成２１年度において自動車メーカーから国土交通省に報告された自動車の不具合の
事故・火災情報（事故１７１件、火災１,０５３件）の中で、バッテリー付近から出火し
た車両火災の情報は９８件であり、要因別ではバッテリー交換作業に起因すると推定さ
れる火災２８件、後付け電装品を不適切に取り付けたと推定される火災２８件と二つの
要因によるものが最も多く発生している。このため、平成２２年度に当該事象に着目し
て火災発生に至るメカニズムなどの調査を行い、ユーザー等への注意事項をとりまとめ
た。 
＜結果概要＞ 
１．事故・火災情報の調査・分析結果 
バッテリー交換作業に起因すると推定される火災を分析した結果、バッテリー固定金
具取付け用ナットやバッテリー端子取付け用ナットについての締め付けが不適切と推定
される事例が多く、この他、端子位置が左右逆のバッテリーを搭載したことによるもの
と推定される事例等が見られた。また、後付け電装品を不適切に取り付けたと推定され
る火災を分析した結果、ランプのバルブの取付けや電線（ハーネス）の配線が不適切と
推定される事例が多く、この他、オーディオ、リモコンエンジンスタータの電線（ハー
ネス）のショートによるもの等が見られた。 
２．再現実験結果 
①バッテリー固定金具取付け用ナットの締め付けが不十分な場合、走行時の振動や衝
撃又は旋回時の遠心力によって固定金具が移動し、バッテリーターミナルと接触し
てショートする時に発生する火花がターミナル部のグリースやカバーに引火、その
後数十秒と短時間で火災に至る結果となった。 
また、バッテリー端子取付け用ナットの締め付けが不十分な場合には、端子部か
らスパークが発生し、数分から数十分で火災に至るものがあることが確認された。  
②ヘッドランプのバルブの中には点灯時に表面温度が約５４０～６４０℃となるもの
があり、取付けが不適切な場合に正規の位置から外れたりして周囲の部品と接触し
て発煙や火災に至る結果となった。 
③電線（ハーネス）の配線が不適切と推定される事例には、ヒューズを使用せずにバ
ッテリー端子に直接接続する場合が推定され、その場合であって車体の縁端部や他
の電装品に電線（ハーネス）が接触して被覆が破れてショートすると１０秒経たな
いうちに過熱して火災に至る結果となった。ヒューズを使用した場合、通常はヒュ
ーズが溶けて電流が遮断され火災に至らないが、ショートの仕方によっては流れる
電流が小さくヒューズが溶けずに数十分後にショート箇所から火災に至る可能性が
あることが確認された。  

Ⅱ．平成２２年の事故・火災情報のとりまとめ概要 
平成２２年中に自動車メーカーから報告のあった事故・火災情報のとりまとめ概要は
次のとおり。 
①事故・火災情報の件数は、１，２０２件であり、その内訳は、事故１９３件（１６．
１％）、火災１，００９件（８３．９％）となっている。 
②車種（用途）別の事故・火災情報の上位は、乗用車４５４件（３７．８％）、貨物車３
７９件（３１．５％）、軽乗用車１７０件（１４．１％）の順となっている。 
③装置別の事故・火災情報の上位は、原動機１９８件（１６．５％）、走行装置８７件（７．
２％）、制動装置７６件（６．３％）の順となっている。 
④原因別の事故・火災情報の上位は、原因特定ができないもの３３１件（２７．５％）、
点検・整備に起因するもの３０６件（２５．５％）、調査中のもの１８３件（１５．２％）
の順となっている。 

【資料１】 



バッテリー交換・後付け電装品取付にご注意！ 

 不適切なバッテリー交換作業や後付け電装品取付が原因と推定さ
れる車両火災が発生しています。  
 
 バッテリー交換作業及び後付け電装品の取付時の注意事項を確認
しておきましょう。 

バッテリー交換及び後付け電装品取付 作業時の注意事項 

車両にあった型式の

バッテリー固定金具は
工具でしっかり固定して
下さい バッテリー端子は工具で

しっかり固定して下さい 

車両にあった型式の
バッテリーを使用して下
さい 

後付け電装品の配線は 後付け電装品には適切サイズの合わないヘ ド 後付け電装品の配線は
車体とのショートに注意
して下さい 

後付け電装品には適切
なヒューズを取り付けて
下さい 

サイズの合わないヘッド
ランプバルブを使用しな
いこと。 


